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大
学
院
科
目
「
生
体
制
御
・
麻
酔
科
学
」

の
名
前
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

　

麻
酔
科
学
教
室
は
、
横
浜
市
立
大
学
附
属
病

院
お
よ
び
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
麻
酔
科

（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
を
含
む
）、手
術
部
、

集
中
治
療
部
を
担
当
し
、
さ
ら
に
附
属
病
院
で

は
緩
和
医
療
部
を
担
当
し
、
市
民
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
医
師
を
派

遣
し
て
い
る
。
大
学
院
科
目
名
の
生
体
制
御
・

麻
酔
科
学
は
、
前
教
授
の
山
田
芳
嗣
先
生
が
、

本
学
の
大
学
院
大
学
化
の
時
に
お
付
け
に
な
っ

た
、
全
国
で
も
横
浜
市
立
大
学
に
し
か
な
い
名

称
で
あ
る
。
他
学
に
お
け
る
麻
酔
科
の
名
称
は
、

麻
酔
・
蘇
生
学
、
麻
酔
・
疼
痛
管
理
学
、
麻
酔
・

集
中
治
療
医
学
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
麻
酔
科
の
守
備
範
囲
が
広
く
、
ま
た
大

学
に
よ
っ
て
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
由
来
す

る
と
思
わ
れ
る
。
手
術
室
麻
酔
だ
け
を
行
っ
て

い
る
大
学
や
、
麻
酔
に
加
え
て
、
た
と
え
ば
ペ

イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
強
い
が
集
中
治
療
を
ほ
と

ん
ど
や
っ
て
い
な
い
大
学
、
逆
に
集
中
治
療
に

強
い
が
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
ほ
と
ん
ど
や

っ
て
い
な
い
大
学
な
ど
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
っ
て
い
る
大
学
は
思

い
の
ほ
か
少
な
い
。
そ
ん
な
中
で
本
学
麻
酔
科

学
教
室
は
、
歴
代
教
授
や
医
局
員
、
諸
先
輩
方

の
努
力
と
見
識
の
お
か
げ
で
、
手
術
麻
酔
、
集

中
治
療
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
緩
和
ケ
ア
、

救
急
と
、
お
よ
そ
麻
酔
科
が
か
か
わ
る
分
野
の

す
べ
て
を
万
遍
な
く
こ
な
す
教
室
へ
と
発
展
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
に
対
す
る
誇
り
の

表
現
と
し
て
、
山
田
前
教
授
は
、「
生
体
制
御
」

と
い
う
名
称
を
お
選
び
に
な
っ
た
と
推
測
し
て

い
る
。
私
も
十
年
前
に
本
学
に
来
て
以
来
、
こ

の
歴
史
と
精
神
を
尊
重
し
、「
生
体
制
御
」
の

名
前
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
使
用
し
て
い
る
。

（
1
）��

横
浜
市
大
は
本
邦
の
近
代
麻
酔
発
祥
の

地
の
ひ
と
つ

　

麻
酔
の
起
源
は
、
大
麻
に
よ
る
も
の
な
ど
は

紀
元
前
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
教
科
書
的
に
は
、

一
八
〇
四
年
に
日
本
の
華
岡
青
洲
が
チ
ョ
ウ
セ

ン
ア
サ
ガ
オ
を
用
い
て
行
っ
た
麻
酔
、
あ
る
い

は
一
九
四
八
年
にW

illiam
 M

orton

が
ア
メ

リ
カ
、
ボ
ス
ト
ン
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合

病
院
（
M
G
H
）
で
供
覧
し
た
エ
ー
テ
ル
麻
酔

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
実
は
日
本
は
全

身
麻
酔
の
先
進
国
で
、「
解
体
新
書
」
で
有
名

な
杉
田
玄
白
の
孫
、
杉
田
成
卿
が
、
上
記

M
G
H
で
の
エ
ー
テ
ル
麻
酔
供
覧
の
四
年
後

に
は
、
日
本
に
エ
ー
テ
ル
麻
酔
を
書
物
で
紹
介

し
て
い
る
し
、
一
八
五
五
年
（
安
政
二
年
）
に

は
エ
ー
テ
ル
麻
酔
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
。
ま

た
一
八
六
八
年
の
戊
申
戦
争
で
は
、
ク
ロ
ロ
フ

ォ
ル
ム
麻
酔
が
戦
傷
者
の
手
術
に
使
わ
れ
た
記

録
が
あ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
以
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前

の
日
本
で
は
、
全
身
麻
酔
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

ず
、
手
術
の
多
く
は
脊
椎
麻
酔
や
局
所
麻
酔
で

行
わ
れ
て
い
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

結
核
の
開
胸
肺
葉
切
除
術
を
局
所
麻
酔
で
行
っ

て
患
者
が
死
亡
し
た
り
、
大
量
出
血
し
て
い
る

胃
潰
瘍
の
症
例
に
脊
椎
麻
酔
を
か
け
て
患
者
が

死
亡
し
た
り
す
る
（
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
は
今
な

ら
脊
椎
麻
酔
の
禁
忌
で
あ
る
！
）
な
ど
、
惨
憺

た
る
手
術
経
過
を
た
ど
る
症
例
が
続
出
し
て
い

た
。
ま
た
手
術
室
で
患
者
が
苦
痛
の
あ
ま
り
泣

き
わ
め
い
て
も
、
何
も
打
つ
手
が
な
い
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　

本
邦
で
全
身
麻
酔
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
東

京
大
学
の
山
村
秀
夫
氏
と
慶
應
義
塾
大
学
の
天

野
道
之
助
氏
が
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て

ア
メ
リ
カ
で
近
代
麻
酔
を
勉
強
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
学
で
麻
酔
を
始
め
た
時
か
ら
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
学
の
歴
史
を
描
い
た

「
草
創
の
と
き
」
の
二
五
〇
ペ
ー
ジ
の
記
述
に

よ
る
と
、
横
浜
市
立
大
学
で
も
第
二
次
世
界
大

戦
後
、
横
浜
市
中
心
部
の
米
軍
病
院
（155th 

Station H
ospital

）
と
の
交
流
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
）、

当
時
の
第
二
外
科
の
新
入
医
局
員
で
あ
っ
た
衣

笠
昭
先
生
、
倉
俣
秀
夫
先
生
、
小
幡
照
治
先
生

ら
が
米
軍
病
院
に
出
向
い
て
近
代
麻
酔
を
習
っ

て
大
学
病
院
に
持
ち
か
え
り
、
後
輩
の
外
科
医

に
引
き
継
い
で
普
及
さ
せ
て
い
っ
た
と
あ
る
。

実
は
、
横
浜
市
立
大
学
は
日
本
に
お
け
る
近
代

全
身
麻
酔
発
祥
の
地
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
の
だ
。

（
2
）��

一
九
七
〇
年
の
コ
ン
ニ
チ
ハ
―
―
横
浜

市
大
麻
酔
科
学
教
室
開
講

　

し
か
し
、
麻
酔
科
学
教
室
の
開
講
は
他
大
学

は
じ
め
に

沿
　
　
革

2014年度附属病院麻酔科集合写真

教
室
め
ぐ
り

◦第
三
十
回
◦ 

麻
酔
科
学
教
室

本
学
大
学
院
医
学
研
究
科
生
体
制
御
・
麻
酔
科
学

主
任
教
授
　
後
藤
　
隆
久
（
六
二
年
卒
）
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よ
り
や
や
遅
れ
て
、
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十

五
年
）、
大
阪
万
博
の
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
さ
か
の
ぼ
る
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十

八
年
）
四
月
、
麻
酔
学
講
師
一
名
の
定
員
が
認

め
ら
れ
、
当
時
米
国
に
て
麻
酔
学
を
三
年
間
研

修
し
た
後
、
第
二
外
科
に
在
籍
し
て
い
た
酒
井

博
邦
先
生
が
任
命
さ
れ
た
の
が
、
本
学
に
お
け

る
麻
酔
科
専
従
医
の
第
一
号
で
あ
る
。
そ
の
後

徐
々
に
定
員
も
増
え
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四

十
三
年
）
か
ら
は
I
C
U
の
運
営
も
麻
酔
科
が

行
う
よ
う
に
な
り
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
麻
酔

学
講
座
開
設
の
た
め
の
予
算
が
市
議
会
で
認
め

ら
れ
、
教
授
選
考
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
昭

和
四
十
五
年
四
月
よ
り
東
京
医
科
歯
科
大
学
か

ら
天
羽
敬
祐
先
生
が
初
代
教
授
と
し
て
本
学
に

赴
任
さ
れ
、
横
浜
市
立
大
学
麻
酔
科
学
教
室
が

発
足
し
た
。

　

初
年
度
（
昭
和
四
十
五
年
度
）
の
麻
酔
科
管

理
手
術
件
数
は
、
年
間
二
、
四
四
六
件
で
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
三
十
六
年
後
、
私
、
後
藤
が
赴

任
し
た
二
〇
〇
六
年
度
（
平
成
十
八
年
度
）
の

附
属
病
院
の
麻
酔
科
管
理
件
数
が
約
二
、
八
〇

〇
件
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
驚
異

的
な
症
例
数
と
い
え
る
。
各
診
療
科
か
ら
の
ロ

ー
テ
ー
タ
ー
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、

少
な
い
人
数
で
こ
れ
だ
け
の
手
術
麻
酔
を
こ
な

し
、
さ
ら
に
I
C
U
ま
で
も
診
る
の
は
尋
常
で

は
な
い
が
、
教
室
発
足
時
の
熱
気
が
こ
れ
を
支

え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
3
）
そ
の
後
の
発
展

　

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
）
四
月
、
天

羽
教
授
は
東
北
大
学
に
異
動
さ
れ
、
翌
一
九
八

〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
十
月
に
は
自
治
医
科

大
学
か
ら
沼
田
克
雄
先
生
が
第
二
代
教
授
と
し

て
赴
任
さ
れ
た
。
一
九
七
九
年
に
は
疼
痛
治
療

外
来
（
今
の
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
）
が
発

足
し
、
手
術
麻
酔
、
集
中
治
療
、
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
い
わ
ゆ
る
麻
酔
科
三
本
柱
の
診
療
体

制
が
整
っ
た
。
ま
た
医
局
員
も
徐
々
に
増
え
、

人
工
呼
吸
を
中
心
と
し
た
研
究
も
始
ま
っ
た
。

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七
年
）
四
月
よ
り
、

教
員
定
員
が
内
科
や
外
科
と
同
等
に
ま
で
増
員

さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
大
講
座
と
な
っ
た
。
ま
た
沼

田
教
授
の
時
代
に
は
、
藤
沢
市
民
病
院
、
港
湾

病
院
、
茅
ヶ
崎
市
立
病
院
、
神
奈
川
県
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
、
横
浜
南
共
済
病
院
、
神
奈
川
県
立

循
環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
、
小
田
原
市
立
病

院
、
大
和
市
立
病
院
な
ど
、
現
在
ま
で
続
く
関

連
病
院
が
医
局
の
関
連
と
な
っ
た
。

　

沼
田
教
授
は
一
九
八
七
年
三
月
末
で
東
京
大

学
に
異
動
と
な
り
、一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

六
月
か
ら
は
、
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
よ
り

奥
村
福
一
郎
先
生
が
第
三
代
教
授
と
し
て
赴
任

さ
れ
た
。
奥
村
教
授
の
赴
任
と
と
も
に
、
教
室

の
研
究
と
し
て
循
環
や
、
心
血
管
麻
酔
中
の
脊

髄
保
護
な
ど
神
経
学
的
な
研
究
が
加
わ
っ
た
。

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
に
出
さ
れ
た
、「
麻

酔
科
学
教
室
開
講
二
十
四
周
年
を
振
り
返
っ
て
」

と
い
う
文
に
は
、
医
局
員
数
九
十
五
名
、
関
連

病
院
十
六
施
設
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教

室
は
順
調
に
成
長
し
て
い
た
。

（
4
）
患
者
取
り
違
え
事
件
を
超
え
て

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）

一
月
十
一
日
、
福
浦
の
附
属
病
院
で
、
患
者
取

り
違
え
事
件
が
起
こ
っ
た
。
麻
酔
科
医
も
当
事

者
と
な
っ
た
た
め
、
教
室
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

た
が
、
奥
村
教
授
以
下
、
医
局
員
全
員
が
一
致

団
結
し
て
臨
床
の
再
興
に
努
力
し
た
。
翌
二
〇

〇
〇
年
に
は
奥
村
教
授
が
辞
任
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三
年
）、
東
京
大
学

よ
り
山
田
芳
嗣
先
生
が
第
四
代
教
授
と
し
て
赴

任
さ
れ
た
。
山
田
教
授
は
研
究
に
強
い
こ
と
で

名
高
く
、
人
工
呼
吸
を
中
心
と
し
た
業
績
で
世

界
的
に
有
名
で
あ
っ
た
が
、
患
者
取
り
違
え
事

件
の
後
遺
症
が
残
る
横
浜
市
大
に
来
ら
れ
て
か

ら
は
、
手
術
室
の
麻
酔
科
総
監
督
（
イ
ン
チ
ャ

ー
ジ
）
を
自
ら
週
三
日
行
う
な
ど
、
臨
床
に
力

を
注
が
れ
、
信
頼
回
復
に
努
め
ら
れ
た
。
ま
た

二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
年
）
か
ら
施
行
さ
れ

た
臨
床
研
修
必
修
化
に
対
応
し
て
新
入
局
者
集

め
に
改
革
を
起
こ
し
、
そ
れ
ま
で
の
入
局
者
が

平
均
し
て
毎
年
五
、
六
人
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、

二
〇
〇
五
年（
平
成
十
七
年
）、二
〇
〇
六
年（
平

成
十
八
年
）
と
、
毎
年
二
十
名
前
後
の
入
局
者

を
集
め
る
道
筋
を
開
か
れ
た
。
こ
の
結
果
、
山

田
教
授
の
最
後
の
年
と
な
る
二
〇
〇
六
年
に
は
、

医
局
員
数
約
二
百
名
と
、
日
本
で
も
有
数
の
大

き
な
麻
酔
科
医
局
に
成
長
し
た
。

　

当
時
の
世
相
と
し
て
は
、
患
者
取
り
違
え
事

件
以
降
、
全
国
的
に
新
聞
等
の
マ
ス
コ
ミ
の
医

療
に
対
す
る
論
調
が
厳
し
く
な
っ
た
。
ま
た
、

平
成
十
六
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
臨
床
研
修
必
修

化
に
伴
い
、
大
学
病
院
か
ら
研
修
医
が
離
れ
た

た
め
、
大
学
病
院
や
主
な
中
核
病
院
の
中
堅
勤

務
医
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
立

ち
去
り
型
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
わ
れ
る
、
中

堅
勤
務
医
の
退
職
が
相
次
い
で
、
医
療
崩
壊
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
麻
酔
科
も
医
療
崩
壊

の
影
響
で
、
全
国
の
多
数
の
病
院
で
、
麻
酔
科

医
が
い
な
い
た
め
に
手
術
が
で
き
な
い
こ
と
が

社
会
問
題
化
し
た
。
そ
の
中
で
、
山
田
教
授
の

か
じ
取
り
に
よ
り
、
横
浜
市
立
大
学
が
順
調
に

医
局
員
数
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
は
、
全
国
的

に
有
名
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
山
田
教
授
時
代
に
は
、
今
で
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
、
女
性
医
師
キ

ャ
リ
ア
支
援
を
、
全
国
に
先
駆
け
て
医
局
の
制

度
と
し
て
設
計
し
、
藤
沢
湘
南
台
病
院
の
鈴
木

紳
一
郎
理
事
長
・
総
院
長
の
ご
理
解
、
ご
協
力

の
も
と
、
こ
の
病
院
を
第
一
号
と
し
て
稼
働
さ

せ
た
。
い
わ
ゆ
る
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア
と
呼
ば
れ
る
、

常
勤
医
ポ
ス
ト
を
子
育
て
中
の
女
性
医
師
二
人

で
分
け
て
勤
務
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
も
医
局
員
増
加
の
一
因
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
山
田
教
授
の
在
任
中
に
、
工
藤
一
大

先
生
（
現
、
国
立
病
院
機
構
横
浜
医
療
セ
ン
タ

ー
病
院
長
）
が
帝
京
大
学
医
学
部
附
属
溝
口
病

院
麻
酔
科
教
授
に
、
磨
田
裕
先
生
が
埼
玉
医
科

大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
麻
酔
科
（
集
中
治
療

室
）
教
授
に
栄
転
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）
秋
よ
り
、
山

田
教
授
が
東
京
大
学
医
学
部
麻
酔
科
の
教
授
を

併
任
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
四

月
よ
り
東
京
大
学
に
完
全
に
異
動
さ
れ
た
の
に

伴
い
、
第
五
代
教
授
と
し
て
、
私
、
後
藤
隆
久

が
二
〇
〇
六
年
四
月
、
帝
京
大
学
よ
り
赴
任
し

た
。

　

後
藤
が
赴
任
し
て
か
ら
は
、
増
え
続
け
る
手

術
症
例
数
に
対
応
し
て
、
大
学
病
院
を
含
む
各

関
連
病
院
の
麻
酔
科
医
数
の
充
実
化
、
臨
床
教

育
シ
ス
テ
ム
の
強
化
、
大
学
院
教
育
の
充
実
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
努
力
し
て
き
た
。
こ
の
結

果
と
し
て
、
麻
酔
科
の
分
野
で
は
、
西
の
岡
山

大
学
、
北
の
札
幌
医
科
大
学
と
並
ん
で
、
東
の

横
浜
市
大
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
医
局
に
成
長
し

た
。

　

な
お
、
後
藤
の
在
任
中
に
安
藤
富
男
先
生
が

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
溝
口
病
院
麻
酔
科
教
授

に
、
森
村
尚
登
先
生
が
本
学
救
急
医
学
教
室
の

初
代
主
任
教
授
に
、
伊
藤
英
基
先
生
が
国
際
医



倶 進 会 た よ り第148号 平成27年 7 月30日（17）

療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
麻
酔
科
教
授
に
栄
転
さ

れ
た
。
ま
た
工
藤
一
大
先
生
（
現
国
立
病
院
機

構
横
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
）
と
、
そ
れ
に

引
き
続
き
鈴
木
宏
昌
先
生
（
国
立
病
院
機
構
横

浜
医
療
セ
ン
タ
ー
麻
酔
科
部
長
）
が
、
日
本
麻

酔
科
学
会
の
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

（
1
）
手
術
麻
酔

　

後
藤
が
赴
任
し
た
平
成
十
八
年
度
に
は
、
い

わ
ゆ
る
医
局
の
人
事
に
し
た
が
っ
て
動
い
て
い

る
医
局
員
数
は
、
横
浜
市
大
附
属
病
院
な
ら
び

に
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
含
め
、
三
十
の

関
連
病
院
で
一
八
三
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に

は
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
に
新
設

さ
れ
た
救
命
救
急
医
学
教
室
が
現
在
カ
バ
ー
し

て
い
る
、
救
急
関
連
の
ポ
ス
ト
も
十
含
ま
れ
て

い
る
。
平
成
二
十
七
年
度
現
在
、
大
学
二
病
院

を
含
め
て
関
連
病
院
数
は
二
十
五
と
若
干
減
っ

て
い
る
が
、
ポ
ス
ト
数
は
二
四
四
で
あ
る
。

　

麻
酔
科
は
伝
統
的
に
、
お
お
よ
そ
麻
酔
関
連

の
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
や
る
総
合
的
な
診
療

科
で
あ
り
、
十
年
前
ま
で
は
専
門
医
認
定
制
度

の
あ
る
専
門
分
野
は
集
中
治
療
と
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
十
年
間

で
、
心
臓
血
管
外
科
の
麻
酔
や
小
児
麻
酔
に
関

す
る
学
会
が
認
定
医
制
度
を
作
り
、
緩
和
医
療

も
（
国
策
と
し
て
）
専
門
医
制
度
が
で
き
た
し
、

今
年
に
は
区
域
麻
酔
学
会
（
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
や

硬
膜
外
麻
酔
、
脊
椎
麻
酔
な
ど
を
扱
う
学
会
）

も
認
定
医
制
度
を
動
か
し
始
め
る
勢
い
で
あ
る
。

こ
の
他
、
帝
王
切
開
や
無
痛
分
娩
を
扱
う
産
科

麻
酔
も
学
会
が
成
立
し
、
現
在
、
若
手
麻
酔
科

医
た
ち
に
大
人
気
の
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
無

痛
分
娩
を
行
う
施
設
も
続
々
登
場
し
て
い
る
。

後
藤
が
横
浜
市
大
に
赴
任
し
た
十
年
前
か
ら
、

我
々
の
教
室
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
予
見
し
、

着
々
と
手
を
打
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
小
児
外
科

の
な
い
横
浜
市
大
に
お
い
て
、
小
児
麻
酔
の
臨

床
や
研
修
を
行
う
病
院
が
こ
れ
ま
で
神
奈
川
県

立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
し
か
な
か
っ
た
の
を
、

九
年
前
、
千
葉
県
こ
ど
も
病
院
を
関
連
病
院
化

し
た
。
最
初
は
、
現
在
の
部
長
で
あ
る
原
真
理

子
先
生
以
下
、三
名
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、

現
在
で
は
、
六
名
の
麻
酔
科
医
が
横
浜
市
大
医

局
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
静
岡
県
立

こ
ど
も
病
院
に
も
、
九
年
前
よ
り
毎
年
医
局
員

を
研
修
に
出
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
度
か
ら

は
、
埼
玉
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
に
も
研

修
に
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

心
臓
血
管
麻
酔
で
は
、
日
本
の
最
高
峰
で
あ

る
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
麻
酔
科
が
第

三
代
教
授
の
奥
村
福
一
郎
先
生
の
出
身
母
体
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、奥
村
教
授
の
時
代
か
ら
綿
々

と
医
局
員
が
研
修
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
後

藤
が
赴
任
し
て
か
ら
派
遣
人
数
を
増
や
し
、
現

在
で
は
常
時
四
名
の
麻
酔
科
医
が
研
修
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
。
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー

は
九
年
前
、
医
療
崩
壊
が
世
間
を
騒
が
せ
て
い

た
時
に
は
、
I
C
U
の
医
師
が
全
員
退
職
し
、

麻
酔
科
も
医
師
が
減
少
す
る
な
ど
、
苦
し
い
時

期
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
を
横
浜
市
大
は
、

最
大
六
名
の
麻
酔
科
医
を
派
遣
し
て
支
え
た
。

こ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
現
在
で
は
全
国
の

色
々
な
大
学
か
ら
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
へ

の
研
修
申
込
が
後
を
絶
た
ず
、
二
年
待
ち
が
相

場
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
の
に
、
横
浜
市

大
か
ら
は
常
時
四
名
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る

と
い
う
、
破
格
の
扱
い
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

（
2
）
集
中
治
療

　

集
中
治
療
は
附
属
病
院
、
市
民
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
双
方
の
集
中
治
療
部
に
麻
酔
科
医
を
配

置
し
、
集
中
治
療
部
専
属
医
師
に
よ
る
三
六
五

日
二
十
四
時
間
の
診
療
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

数
年
前
か
ら
は
、
横
浜
労
災
病
院
の
集
中
治
療

部
も
、専
属
医
師
に
よ
る
診
療
体
制
に
な
っ
た
。

医
師
数
に
恵
ま
れ
た
西
日
本
で
は
集
中
治
療
部

を
麻
酔
科
医
中
心
の
専
属
医
師
チ
ー
ム
で
カ
バ

ー
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、
医
師
数
に
劣

る
東
日
本
で
は
、
本
学
の
ほ
か
に
こ
れ
を
行
っ

て
き
た
の
は
札
幌
医
大
や
自
治
医
科
大
学
等
、

少
数
の
大
学
の
み
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
本

学
麻
酔
科
は
特
筆
に
値
す
る
。

　

集
中
治
療
は
、
手
術
侵
襲
が
強
す
ぎ
て
患
者

の
全
身
管
理
が
手
術
室
の
み
で
完
結
し
な
か
っ

た
場
合
、
術
後
も
引
き
続
き
全
身
管
理
を
行
う

場
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
麻
酔
科
が
手
術

室
で
の
管
理
に
引
き
続
い
て
集
中
治
療
も
お
こ

な
う
こ
と
は
、
患
者
に
対
す
る
責
任
の
意
味
か

ら
も
ご
く
自
然
の
流
れ
と
い
え
る
。
麻
酔
科
医

が
集
中
治
療
を
行
う
こ
と
は
、
麻
酔
科
に
と
っ

て
顧
客
で
あ
る
外
科
系
各
診
療
科
か
ら
の
信
頼

を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
逆
に
集
中
治
療
を

行
わ
ず
、
手
術
室
麻
酔
だ
け
で
患
者
を
手
放
す

こ
と
は
、
少
し
言
葉
は
悪
い
が
、
外
科
系
各
診

療
科
に
私
た
ち
の
尻
拭
い
を
さ
せ
る
よ
う
な
も

の
と
も
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
集
中
治
療

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
麻
酔
科
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
で
、一
九
六
八
年
か
ら
五
十
年
近
く
、

本
学
麻
酔
科
が
綿
々
と
集
中
治
療
を
行
っ
て
き

た
こ
と
は
、
大
い
に
誇
る
べ
き
こ
と
と
考
え
て

い
る
。
専
門
医
制
度
す
ら
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、

集
中
治
療
を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
附
属
病

院
集
中
治
療
部
診
療
教
授
の
山
口
修
先
生
な
ど
、

諸
先
輩
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
3
）
産
科
麻
酔
（
無
痛
分
娩
）

　

産
科
麻
酔
は
、
神
奈
川
県
で
は
北
里
大
学
が

伝
統
的
に
強
く
、
大
学
や
関
連
病
院
で
多
く
の

無
痛
分
娩
を
行
っ
て
い
る
。
横
浜
市
内
で
は
慶

応
大
学
系
の
け
い
ゆ
う
病
院
が
無
痛
分
娩
で
有

名
で
あ
っ
た
が
、
産
科
麻
酔
を
担
当
し
て
い
た

唯
一
の
麻
酔
科
医
が
本
年
度
か
ら
順
天
堂
大
学

に
異
動
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
無
痛
分
娩
は

停
止
中
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。
現
在
、
横
浜
市

大
系
列
の
病
院
で
無
痛
分
娩
を
日
常
診
療
と
し

て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
我
々
の
教

室
で
は
、
五
年
前
か
ら
国
立
成
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
産
科
麻
酔
科
に
医
局
員
を
常
時
二
名
ず

つ
送
っ
て
研
修
さ
せ
、
そ
こ
の
責
任
者
で
あ
っ

た
角
倉
弘
行
先
生
が
順
天
堂
大
学
に
教
授
と
し

て
栄
転
さ
れ
た
の
ち
は
、
順
天
堂
大
学
に
医
局

員
を
送
り
、
産
科
麻
酔
の
創
設
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
間
も
な
く
横
浜
市

内
に
も
、
無
痛
分
娩
を
普
通
に
で
き
る
施
設
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
男
性
麻
酔
科
医
で
、
自
分

の
妻
に
無
痛
分
娩
を
施
し
た
経
験
の
あ
る
者
は

結
構
多
い
。
か
く
い
う
私
、
後
藤
も
そ
の
一
人

で
あ
り
、
長
男
が
生
ま
れ
る
と
き
に
は
妻
の
陣

痛
が
極
め
て
強
か
っ
た
た
め
、
硬
膜
外
麻
酔
に

よ
る
無
痛
分
娩
を
行
っ
て
大
い
に
感
謝
さ
れ
た
。

（
そ
の
二
年
後
、
長
女
の
出
産
の
と
き
に
は
、

お
産
の
進
行
が
あ
ま
り
に
早
く
、
硬
膜
外
麻
酔

を
入
れ
よ
う
と
病
院
に
着
い
た
時
に
は
、
す
で

に
長
女
は
生
ま
れ
て
い
た
が
。）
米
国
や
フ
ラ

ン
ス
で
は
お
産
の
六
〇
％
以
上
が
無
痛
分
娩
で

行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
無
痛
分
娩
が
普
通

に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
日
が
早
く
く
る
よ

う
、
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

臨
　
　
床
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（
4
）
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
附
属
病
院
、
市
民

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
藤
沢
市
民
病
院
、
聖
隷

横
浜
病
院
等
で
外
来
を
開
設
し
て
お
り
、
ま
た

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
開
業
さ
れ
た
同
門
会
の

先
生
方
も
何
人
も
お
ら
れ
る
。
日
本
の
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
総
本
山
と
呼
ば
れ
る
N
T
T
東

日
本
関
東
病
院
の
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
科
部
長

の
安
部
洋
一
郎
先
生
は
我
々
の
同
門
で
あ
り
、

何
人
も
の
医
局
員
が
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
現
在
、
最
先
端
の
集
学
的
痛
み
治

療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
有
名
な
東
京
慈
恵
医

科
大
麻
酔
科
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
部
長
が
後

藤
の
親
友
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
慈
恵
医
科
大
に

医
局
員
を
研
修
に
出
し
て
お
り
、
二
〇
一
六
年

度
か
ら
は
、
附
属
病
院
の
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
慈
恵
医
科
大
方
式
の
集
学
的
痛
み
セ
ン
タ
ー

と
し
て
再
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
5
）
緩
和
ケ
ア

　

緩
和
ケ
ア
は
、
横
浜
市
大
附
属
病
院
の
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
担
当
の
小
川
賢
一
が
緩
和
医
療

部
長
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
、
附
属
病
院
の
緩
和

ケ
ア
を
麻
酔
科
と
精
神
科
を
中
心
と
し
て
行
っ

て
き
た
、
二
〇
一
五
年
か
ら
小
川
は
国
立
病
院

機
構
横
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
の
緩
和
医
療
部
長
と

し
て
転
出
し
、
そ
ち
ら
で
も
緩
和
ケ
ア
の
活
動

を
広
げ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
他
、
神
奈
川
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
内
科
も
太
田
周
平
を
部

長
と
し
、
二
名
の
医
局
員
が
活
動
し
て
い
る
。

（
6
）
救
急

　

本
学
救
急
医
学
教
室
が
発
足
す
る
ま
で
、
麻

酔
科
に
は
多
く
の
救
急
医
が
在
籍
し
、
現
救
急

医
学
教
室
主
任
教
授
の
森
村
尚
登
先
生
を
中
心

に
一
大
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
、
大
学
附
属
二

病
院
の
み
な
ら
ず
、
帝
京
大
学
、
武
蔵
野
日
赤
、

公
立
昭
和
、
国
立
病
院
機
構
横
浜
医
療
セ
ン
タ

ー
、
横
浜
市
立
市
民
な
ど
、
数
多
く
の
病
院
の

救
急
部
門
に
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
。
救
急
医

学
教
室
が
発
足
し
、
森
村
尚
登
先
生
が
初
代
教

授
と
し
て
栄
転
さ
れ
る
と
、
多
く
の
医
師
は
救

急
医
学
教
室
に
在
籍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

救
急
医
学
と
全
く
縁
が
な
い
麻
酔
科
は
発
展
し

な
い
と
い
う
信
念
の
も
と
、
現
在
で
は
、
常
時

二
名
の
麻
酔
科
医
を
森
村
先
生
の
教
室
に
派
遣

し
、研
修
さ
せ
て
い
た
だ
く
体
制
と
し
て
い
る
。

一
方
、
森
村
先
生
の
教
室
か
ら
も
適
宜
、
特
に

気
道
管
理
の
研
修
を
中
心
と
し
て
、
麻
酔
科
に

研
修
に
来
ら
れ
て
い
る
。

　

患
者
取
り
違
え
事
件
で
、
大
学
の
研
究
室
が

事
実
上
閉
鎖
状
態
と
な
り
、
大
学
に
在
籍
す
る

医
局
員
は
全
員
、
臨
床
に
邁
進
し
て
信
頼
回
復

に
努
め
る
時
代
が
一
九
九
九
年
か
ら
五
年
ほ
ど

続
い
た
。
こ
の
間
に
大
学
院
生
は
激
減
し
、
後

藤
が
赴
任
し
た
二
〇
〇
六
年
に
は
、
博
士
課
程

四
年
生
と
一
年
生
が
一
人
ず
つ
、
と
も
に
倉
橋

清
泰
先
生
（
現
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

G
I
C
U
准
教
授
）
の
指
導
の
も
と
で
、
急

性
呼
吸
不
全
に
対
す
る
遺
伝
子
治
療
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
毎
年
二
十
名
前
後
の
若
手
医
師
が

入
局
す
る
時
代
が
現
在
ま
で
続
き
、
二
〇
一
〇

年
ご
ろ
か
ら
は
、
研
究
を
し
た
い
と
い
う
若
者

が
何
人
か
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
は

い
く
つ
か
の
大
き
な
研
究
の
流
れ
が
教
室
の
中

に
あ
り
、
博
士
課
程
大
学
院
生
も
七
名
い
る
。

昨
年
度
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
麻
酔
学
会
で
は
、
採
択

演
題
数
は
日
本
の
大
学
の
中
で
最
多
の
十
題
と

な
り
、
そ
の
う
ち
二
題
（
東
條
健
太
郎
、
水
原

敬
洋
）
が
最
優
秀
演
題
コ
ン
テ
ス
ト
で
二
位
と

三
位
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
度
の

科
学
研
究
費
助
成
金
（
科
研
費
）
取
得
額
は
一
、

八
七
〇
万
円
（
直
接
経
費
）
で
、
本
学
の
臨
床

系
教
室
で
は
第
二
位
で
あ
る
。

（
1
）
呼
吸
グ
ル
ー
プ

　

倉
橋
清
泰
准
教
授
、
東
條
健
太
郎
、
長
嶺
祐

介
ら
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
急
性
肺
損

傷
に
対
す
る
遺
伝
子
治
療
や
、
低
酸
素
誘
導
因

子
に
よ
る
治
療
効
果
、
人
工
呼
吸
に
よ
る
肺
損

傷
の
治
療
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
倉
橋
准

教
授
の
研
究
成
果
は
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十

九
年
）
六
月
四
日
の
日
本
経
済
新
聞
全
国
版
に

紹
介
さ
れ
た
。

（
2
）
循
環
グ
ル
ー
プ

　

水
野
祐
介
准
教
授（
附
属
病
院
麻
酔
科
部
長
）

を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
肺
高
血
圧
に
対

す
る
薬
物
治
療
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
出
身
の
古
賀
資
和
は
現
在
、
五
嶋

良
郎
教
授
（
本
学
分
子
薬
理
神
経
生
物
学
）
の

も
と
で
助
教
と
し
て
研
究
に
専
念
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

（
3
）
神
経
グ
ル
ー
プ

　

宮
崎
智
之
助
教
（
本
学
生
理
学
教
室
）
を
中

心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
全
身
麻
酔
か
ら
覚
醒

後
の
認
知
機
能
低
下
の
分
子
生
物
学
的
機
序
の

解
明
や
、
短
時
間
作
用
性
麻
薬
の
レ
ミ
フ
ェ
ン

タ
ニ
ル
の
神
経
可
塑
性
に
与
え
る
影
響
等
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
る
。
宮
崎
智
之
は
麻
酔
科
医

で
あ
る
が
、
研
究
を
主
体
に
活
動
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
本
学
生
理
学
教
室
の
助
教
ポ
ス

ト
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
麻
酔
科
と
し
て
も
非

常
に
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
共
同
研
究
者
と

し
て
、
自
治
医
科
大
学
医
学
部
教
授
の
高
瀬
堅

吉
先
生
（
元
本
学
生
理
学
教
室
助
教
）
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
安
藤
富
男
客
員
教
授
（
帝

京
大
学
医
学
部
附
属
溝
口
病
院
麻
酔
科
教
授
）

の
ご
指
導
の
も
と
、
幼
若
脳
に
お
け
る
麻
酔
薬

の
神
経
毒
性
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
4
）
臨
床
研
究
グ
ル
ー
プ

　

高
木
俊
介
講
師
（
附
属
病
院
集
中
治
療
部
）、

佐
藤
仁
助
教
（
附
属
病
院
麻
酔
科
）、
入
江
友

哉
助
教
（
附
属
病
院
麻
酔
科
）
ら
を
中
心
と
す

る
グ
ル
ー
プ
で
、
I
C
U
に
お
け
る
術
後
人
工

呼
吸
患
者
の
体
液
分
布
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
学
生
や
研
修
医
教
育
の
効
果
な
ど
、
多

彩
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

の
水
原
敬
洋
も
本
学
大
学
院
を
卒
業
し
、
現
在

で
は
神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
で

数
々
の
臨
床
研
究
を
行
う
ほ
か
、
統
計
学
の
豊

富
な
知
識
を
生
か
し
て
、
数
多
く
の
メ
タ
ア
ナ

リ
シ
ス
を
発
表
し
て
い
る
。

研
　
　
究

2014年ヨーロッパ麻酔学会
最優秀演題コンテスト第 2 位と第 3 位を横浜市大が独占



倶 進 会 た よ り第148号 平成27年 7 月30日（19）

（
5
）��

臨
床
統
計
学
教
室
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン

　

昨
年
度
、
臨
床
統
計
学
教
室
に
、
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
山
中
竹
春
教
授
が
赴
任
さ

れ
た
。
本
年
度
か
ら
、
麻
酔
科
医
局
員
二
名
が

山
中
教
授
の
博
士
課
程
大
学
院
生
と
な
り
、
現

在
、
関
連
病
院
で
麻
酔
科
医
と
し
て
働
き
な
が

ら
勉
強
中
で
あ
る
。
ま
す
ま
す
臨
床
業
務
が
忙

し
く
な
る
中
、
臨
床
医
学
教
室
で
学
位
を
基
礎

研
究
の
み
で
出
し
て
い
く
こ
と
に
は
無
理
が
あ

り
、
臨
床
研
究
で
も
学
位
取
得
に
つ
な
げ
た
い

と
い
う
我
々
の
希
望
が
実
っ
た
形
と
な
っ
て
い

る
。

（
6
）
そ
の
他
の
研
究

　

宮
下
徹
也
（
昨
年
度
ま
で
附
属
病
院
麻
酔
科

准
教
授
、
現
藤
沢
市
民
病
院
麻
酔
科
部
長
）
の

グ
ル
ー
プ
が
、
佐
渡
島
唯
一
の
総
合
病
院
で
あ

る
佐
渡
総
合
病
院
の
手
術
室
と
横
浜
市
大
附
属

病
院
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
結
び
、
佐
渡

総
合
病
院
の
麻
酔
管
理
を
横
浜
市
大
か
ら
遠
隔

で
行
う
実
証
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
佐
渡
に
一

人
い
る
麻
酔
科
医
が
三
列
の
手
術
を
同
時
に
麻

酔
す
る
際
、
横
浜
市
大
の
麻
酔
科
医
が
麻
酔
の

様
子
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
佐
渡
の

麻
酔
科
医
や
看
護
師
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
方

式
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
週
一
回
、
二
年
間
続
け

て
き
た
が
、
事
故
な
く
麻
酔
管
理
を
行
え
て
い

る
。
今
後
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
大
学
附
属
二
病

院
の
内
部
に
持
ち
込
み
、
麻
酔
科
医
の
控
室
や

リ
ー
ダ
ー
麻
酔
科
医
の
携
帯
端
末
か
ら
、
院
内

の
手
術
部
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
麻
酔
（
例
え

ば
外
来
手
術
室
や
、
セ
ン
タ
ー
病
院
に
お
け
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
）
も
含
め
て
、
す
べ
て

の
麻
酔
管
理
を
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
同
シ
ス
テ
ム
が
横

浜
南
共
済
病
院
に
て
今
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
。

（
1
）��

後
期
研
修
医
教
育
―
―
ア
メ
リ
カ
の
レ

ジ
デ
ン
ト
教
育
の
再
現

　

後
藤
が
赴
任
し
た
十
年
前
、
我
々
の
教
室
は

大
学
を
含
む
三
十
の
病
院
で
年
間
約
五
〇
、
〇

〇
〇
件
の
麻
酔
を
約
一
七
〇
名
の
教
室
員
で
行

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
後
藤
が
一
九
九
〇
年
前

後
に
レ
ジ
デ
ン
ト
生
活
を
送
っ
た
ア
メ
リ
カ
、

ボ
ス
ト
ン
の
M
G
H
と
同
じ
規
模
で
あ
る
。
そ

こ
で
後
藤
は
、
こ
の
医
局
の
関
連
病
院
全
体
を

一
つ
の
病
院
に
み
た
て
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ジ
デ

ン
ト
教
育
を
再
現
し
よ
う
と
考
え
た
。
こ
れ
が

今
の
当
教
室
の
後
期
研
修
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
基
本
構
想
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
時
、
す
で
に
教
育
ス
タ
ッ
フ
、
症
例
、
教

育
を
大
切
に
す
る
文
化
は
存
在
し
た
の
で
、
あ

と
は
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

医
局
の
人
事
が
年
度
単
位
の
異
動
し
か
な
か
っ

た
の
を
、
ま
ず
は
一
年
生
を
大
学
と
外
病
院
と

の
半
年
交
代
と
し
、
そ
の
後
、
徐
々
に
I
C
U

と
手
術
室
の
数
か
月
交
代
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
、
救
急
へ
の
三
～
六
か
月
の
出
向
、
こ
ど
も

病
院
の
三
～
六
か
月
単
位
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
実
現
し
た
。
最
近
で
は
神
奈
川
県
立
循

環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
に
も
後
期
研
修
医
や

若
手
医
師
を
四
か
月
単
位
で
ロ
ー
テ
―
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
後
期
研
修
医
た
ち
に
教
育
的
な

症
例
が
万
遍
な
く
い
き
わ
た
る
よ
う
、
配
慮
し

て
い
る
。
短
期
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
受

け
入
れ
側
に
も
負
担
で
は
あ
る
が
、
よ
り
良
い

教
育
の
た
め
と
い
う
共
通
目
標
の
も
と
、
各
病

院
や
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
に
よ
く
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
、
感
謝
し
て
い
る
。

　

ま
た
九
月
に
は
、
日
本
麻
酔
科
学
会
の
専
門

医
試
験
に
備
え
、
口
頭
試
験
の
模
擬
試
験
を
、

多
く
の
大
学
ス
タ
ッ
フ
や
関
連
病
院
医
長
の
先

生
方
の
ご
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
の
結
果
、
後
藤
の
赴
任
時
か

ら
し
ば
ら
く
は
、
入
局
十
年
目
く
ら
い
の
医
局

員
で
も
キ
ャ
リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
が
一
般
麻
酔
と

い
う
医
師
が
多
く
い
た
が
、
現
在
で
は
、
専
門

医
取
得
後
（
入
局
か
ら
最
短
で
五
年
）
ま
も
な

い
若
手
医
師
で
も
、I
C
U
や
心
臓
血
管
麻
酔
、

小
児
麻
酔
な
ど
を
万
遍
な
く
経
験
し
た
者
が
大

多
数
と
な
っ
た
。
若
手
を
大
学
の
助
教
に
採
用

す
る
た
め
に
履
歴
書
を
見
な
が
ら
推
薦
状
を
書

く
と
き
な
ど
、
自
分
よ
り
も
は
る
か
に
充
実
し

た
研
修
を
行
っ
た
医
師
が
多
い
こ
と
を
喜
ば
し

く
思
う
。

（
2
）
生
涯
教
育

　

専
門
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
に
も
、
医

局
で
い
ろ
い
ろ
な
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
と
に
か
く
「
こ
の
教
室
に
い

る
と
お
も
し
ろ
い
」
と
教
室
員
に
思
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
最
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
二
〇
一
三
年
よ
り
毎
年
七
月
初
め

に
初
島
で
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
ブ
タ
肺

を
用
い
て
の
輪
状
甲
状
間
膜
穿
刺
、
気
管
切
開

術
の
実
習
や
分
離
肺
換
気
の
実
演
を
行
っ
て
い

る
。
入
局
一
年
目
の
医
師
に
は
、
本
学
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
佐
藤
仁
附
属
病
院

助
教
の
指
導
の
も
と
、
危
機
管
理
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
八
月
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
超

音
波
ガ
イ
ド
下
末
梢
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
の
ハ
ン
ズ

オ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
経
食
道
心
エ
コ
ー
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、集
中
治
療
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

学
会
で
も
人
気
で
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
催

教
　
　
育

遠隔麻酔システム実証実験

初島セミナー集合写真
熱海沖といえども離島。一泊するとみんな仲良し
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し
を
、
医
局
で
開
催
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、
本
学
組
織
学
教
室
と
神
経

解
剖
学
教
室
の
ご
協
力
を
得
、
脳
神
経
外
科
学

教
室
と
共
同
で
、
御
献
体
を
用
い
た
区
域
麻
酔

（
末
梢
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
）
お
よ
び
心
臓
手
術
と

経
食
道
心
エ
コ
ー
の
理
解
の
た
め
の
解
剖
実
習

を
、
八
月
に
二
日
間
か
け
て
行
っ
て
い
る
。

　

医
師
の
卒
後
研
修
の
た
め
に
ご
献
体
を
使
う

の
は
か
な
り
煩
雑
な
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
が
、

脳
神
経
外
科
学
教
室
が
先
行
し
て
行
っ
て
お
ら

れ
た
の
で
、
麻
酔
科
と
し
て
は
昨
年
度
か
ら
そ

れ
に
相
乗
り
す
る
形
で
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
自
身
も
参
加
し
た
が
、
こ
れ
は
想
像
以
上
に

す
ば
ら
し
い
学
習
機
会
で
あ
る
。
こ
の
解
剖
実

習
を
終
え
て
、
末
梢
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
の
た
め
の

解
剖
学
的
知
識
が
明
ら
か
に
上
が
り
、
よ
り
精

密
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
実
感
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
組
織

学
教
室
、
神
経
解
剖
学
教
室
、
脳
神
経
外
科
学

教
室
、
お
よ
び
本
学
学
務
の
皆
様
に
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

本
年
度
か
ら
は
、A

BCD
-sonography

と

い
う
、
救
急
や
I
C
U
の
場
面
で
、
素
早
く
心

機
能
を
評
価
し
た
り
、
気
胸
を
除
外
し
た
り
す

る
た
め
の
、
経
胸
壁
心
エ
コ
ー
や
肺
エ
コ
ー
な

ど
を
く
み
あ
わ
せ
た
超
音
波
画
像
診
断
の
講
習

会
も
始
め
た
。
こ
れ
はN

ew
 E

ngland 
Journal of M

edicine

にPoint of C
are 

U
ltrasound

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
技
術

で
あ
る
が
、
日
本
で
は
二
〇
一
四
年
秋
に
初
め

て
学
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、

大
学
単
位
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
横
浜
市
大

が
日
本
初
で
あ
る
。
こ
れ
も
継
続
的
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
医
局
で
開
く
計
画
と
し
て
い
る
。

（
1
）
専
門
医
制
度
改
革
の
衝
撃

　

日
本
麻
酔
科
学
会
は
本
年
か
ら
、
専
門
医
制

度
改
革
に
二
年
先
立
ち
、
独
自
に
新
し
い
専
門

医
制
度
を
開
始
し
た
。
今
回
に
対
応
し
て
実
感

し
た
の
は
、
二
年
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
専
門

医
制
度
改
革
は
、
平
成
十
六
年
の
臨
床
研
修
制

度
必
修
化
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
衝
撃
を
、
再

び
医
療
界
に
与
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

す
な
わ
ち
、
全
国
す
べ
て
の
大
学
や
病
院
群

の
専
門
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
専
攻
医

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
明
文
化
さ
れ
、
簡
単
に
比
較

可
能
な
形
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ

る
。
初
期
研
修
医
た
ち
は
、
そ
れ
を
微
に
入
り

細
を
穿
っ
て
検
討
し
、
よ
り
よ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
応
募
す
る
。
そ
の
際
、
彼
ら
が
重
視
す
る
の

は
、
ど
れ
だ
け
教
育
ス
タ
ッ
フ
や
教
育
的
な
症

例
数
が
充
実
し
て
い
る
か
、
ど
れ
だ
け
専
門
分

野
の
教
育
が
受
け
ら
れ
る
か
で
あ
り
、
地
域
の

一
般
病
院
の
一
般
的
な
医
療
需
要
に
応
え
る
と

い
っ
た
視
点
は
全
く
な
い
。
こ
れ
は
、
初
期
研

修
医
の
立
場
に
立
て
ば
、当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
我
々
は
今
回
、「
世
界
標
準
の
麻
酔

科
医
の
養
成
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
東

京
や
他
大
学
と
の
研
修
医
獲
得
合
戦
に
勝
ち
抜

く
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
専
攻
医
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。
食
う
か
食

わ
れ
る
か
、
研
修
医
獲
得
合
戦
は
仁
義
な
き
戦

い
で
あ
り
、こ
れ
に
負
け
れ
ば
医
局
は
潰
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
専
門
医
制
度
へ
の
対
応
と
、

こ
れ
ま
で
医
局
が
行
っ
て
き
た
地
域
医
療
へ
の

貢
献
と
は
、正
反
対
の
方
向
性
を
も
っ
て
い
る
。

専
門
医
制
度
に
よ
り
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

学
や
教
育
拠
点
病
院
、
専
門
病
院
に
ス
タ
ッ
フ

も
研
修
医
も
多
く
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
な
れ
ば
、
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
性

が
落
ち
る
病
院
へ
の
人
員
配
置
は
、
薄
く
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
一
方
、
そ
う
い
う
病
院
を
従

来
通
り
支
え
続
け
れ
ば
、
教
育
拠
点
病
院
へ
の

人
の
配
置
が
薄
く
な
り
、
研
修
医
か
ら
の
人
気

が
落
ち
る
結
果
、研
修
医
獲
得
合
戦
に
敗
北
し
、

医
局
は
潰
れ
る
。
手
術
件
数
が
増
え
続
け
る
現

状
で
は
、
両
方
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
至
難
の

業
で
あ
る
。

　

麻
酔
科
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
診
療
科

で
、
二
年
後
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

こ
と
を
、
強
く
危
惧
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す

る
唯
一
の
対
応
策
は
、
日
本
専
門
医
機
構
が
、

マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
診
療
科
ご
と
、
地
域
ご
と

の
専
攻
医
の
人
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
医

師
数
の
診
療
科
間
格
差
お
よ
び
地
域
格
差
を
是

正
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
す
れ
ば
、
研
修
医

獲
得
の
た
め
に
無
理
を
す
る
必
要
は
な
く
な
り
、

地
域
医
療
に
配
慮
す
る
余
裕
が
生
ま
れ
る
。
ア

メ
リ
カ
の
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
は
、
ま
さ
に
こ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
日
本
の
や
り
方
で

は
、
医
学
部
卒
業
生
の
動
き
を
完
全
に
市
場
原

理
に
ま
か
せ
て
医
療
崩
壊
を
招
い
た
、
臨
床
研

修
必
修
化
と
同
じ
道
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
二
〇
二
五
年
問
題

　

二
〇
二
五
年
問
題
と
は
、
二
〇
二
五
年
に
い

わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
後
期
高
齢
者
に
な

る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
こ
の
世
の
中
で
最

も
信
頼
の
お
け
る
統
計
指
標
は
人
口
統
計
」
と

い
わ
れ
る
と
お
り
、
十
年
後
の
人
口
は
確
実
に

予
測
で
き
る
。
横
浜
市
で
は
、
入
院
の
必
要
な

患
者
数
が
今
の
一
・
五
倍
に
増
え
、
そ
の
後
も

二
〇
四
〇
年
ま
で
徐
々
に
増
え
て
い
く
。
増
え

る
疾
患
は
骨
折
、
肺
炎
、
脳
血
管
障
害
、
が
ん
、

虚
血
性
心
疾
患
な
ど
で
あ
り
、
手
術
を
要
す
る

も
の
も
多
い
。
大
学
の
対
応
が
鈍
い
の
を
尻
目

に
、関
連
病
院
は
こ
れ
に
鋭
く
反
応
し
て
お
り
、

昨
年
新
病
院
が
オ
ー
プ
ン
し
た
神
奈
川
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
は
手
術
室
を
従
来
の
六
部
屋
か
ら

十
二
部
屋
に
、
本
年
五
月
に
新
病
院
が
オ
ー
プ

ン
し
た
横
浜
南
共
済
病
院
は
従
来
の
七
室
か
ら

ご遺体を用いた
末梢神経ブロックのための解剖学実習

今
後
の
展
望

ブタの肺・気管標本を用いた気管切開実習
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二
十
二
年
に
は
五
、一
六
二
件
だ
っ
た
も
の
が
、

平
成
二
十
六
年
度
に
は
五
、
八
七
一
件
ま
で
増

加
で
き
た
の
に
は
、
こ
の
清
掃
業
者
の
貢
献
が

大
き
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
で
は
、
医
師
や
看
護
師
の

仕
事
は
で
き
る
だ
け
他
職
種
に
思
い
切
っ
て
権

限
委
譲
し
、
医
師
や
看
護
師
を
本
来
業
務
に
集

中
さ
せ
る
仕
組
み
に
し
な
い
と
立
ち
行
か
な
い
。

横
浜
は
地
の
利
が
よ
い
こ
と
も
あ
り
、
医
師
に

せ
よ
看
護
師
に
せ
よ
、
地
方
ほ
ど
求
人
に
苦
労

し
な
い
の
で
、
甘
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
、
地
方
の
医
療
法
人
の
経
営
者
に
指
摘

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
特
に
、
本
学
の
経
営
や

財
務
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
（
八
景
キ
ャ
ン
パ

ス
の
）
方
々
は
、
医
療
従
事
者
の
言
う
こ
と
を

真
に
受
け
て
い
る
と
、
人
（
＝
人
件
費
）
が
止

め
ど
も
な
く
増
え
る
一
方
だ
と
思
い
込
ん
で
お

ら
れ
る
節
が
あ
り
、
病
院
に
人
の
手
当
て
を
せ

ず
、
医
療
従
事
者
に
雑
用
か
ら
診
療
ま
で
何
で

も
や
ら
せ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
ち
ゃ
ん
と
現
場

を
み
て
、
発
想
を
変
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
充
実
し
た
生
涯
教
育
」、「
適
正
な
労
務
環

境
」、「
世
界
に
発
信
す
る
臨
床
と
研
究
の
業
績
」、

大
学
で
あ
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
の
三
本
柱
の
追

及
こ
そ
が
、
横
浜
市
立
大
学
の
発
展
の
鍵
で
あ

る
と
、
近
年
ま
す
ま
す
実
感
す
る
。
こ
の
三
本

柱
に
よ
り
、
医
局
員
全
員
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
、

挑
戦
す
る
、
達
成
感
を
得
る
。
医
局
員
が
楽
し

そ
う
だ
と
、
学
生
も
愛
校
心
を
持
つ
。
そ
ん
な

大
学
、
そ
ん
な
教
室
に
な
る
た
め
に
何
を
す
れ

ば
よ
い
か
、
そ
れ
ば
か
り
考
え
て
い
る
。
俱
進

会
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に

十
一
室
に
増
や
し
、
二
〇
二
〇
年
開
院
予
定
の

横
浜
市
立
市
民
病
院
の
新
病
院
も
手
術
室
が
今

の
九
室
か
ら
十
五
室
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
麻

酔
科
は
こ
れ
ら
、
続
々
増
え
る
手
術
室
を
カ
バ

ー
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
集
中
治
療

も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
滅
私
奉
公
的
な
医
師
の

勤
め
方
は
時
代
遅
れ
と
な
り
、
医
局
員
の
労
務

環
境
に
も
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
医
局
員
数

を
増
や
す
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
別
の
手

も
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
以
下
の

三
つ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

a
）  

遠
隔
医
療
技
術
の
麻
酔
と
集
中
治
療
へ
の

応
用

b
）  

麻
酔
看
護
師
の
養
成

c
）  

医
療
従
事
者
以
外
に
よ
る
診
療
支
援

　

a
）
の
遠
隔
麻
酔
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
研

究
の
と
こ
ろ
で
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

遠
隔
医
療
は
放
射
線
科
（
画
像
診
断
）
や
病
理
、

一
部
の
内
科
、
在
宅
医
療
な
ど
で
は
す
で
に
実

用
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
技
術
を
院
内
、
病

院
間
の
両
方
に
応
用
し
、
安
全
性
の
担
保
と
効

率
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
I
C
U
の

遠
隔
医
療
は
ア
メ
リ
カ
で
す
で
に
実
用
化
さ
れ

て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
全
土
I
C
U
ベ
ッ
ド
の
二

十
七
％
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

遠
隔
と
は
言
え
専
門
医（
お
よ
び
専
門
看
護
師
）

に
二
十
四
時
間
監
視
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
実
際
に
患
者
の
予
後
が
改
善
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

b
）
の
麻
酔
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
聖
路
加

看
護
大
学
が
修
士
課
程
を
作
っ
て
す
で
に
卒
業

生
を
輩
出
し
て
い
る
。
横
浜
市
大
で
も
こ
の
卒

業
生
を
昨
年
度
よ
り
二
名
受
け
入
れ
、
昨
年
度

は
附
属
病
院
で
、
今
年
度
か
ら
は
市
民
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
で
麻
酔
業
務
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
医
師
の
監
督
が
な
く
て
も
麻
酔
が
で

き
る
ア
メ
リ
カ
の
麻
酔
看
護
師
と
異
な
り
、
日

本
の
保
助
看
法
の
も
と
で
行
う
の
で
、
医
師
の

指
示
が
必
須
で
あ
る
が
、
高
度
な
専
門
知
識
を

大
学
院
で
身
に
つ
け
て
き
た
彼
女
ら
は
臨
床
現

場
で
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。
本
学
大
学
院
看

護
学
専
攻
で
も
、
来
年
度
入
学
生
か
ら
、
麻
酔

看
護
師
の
た
め
の
課
程
に
学
生
を
募
集
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
俱
進
会
の
皆
様

の
病
院
で
、
麻
酔
看
護
師
に
興
味
の
あ
る
看
護

師
の
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
い
た
だ

き
た
い
。

　

c
）
の
医
療
従
事
者
以
外
に
よ
る
診
療
支
援

と
は
、
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
福
浦
の
本
学
附

属
病
院
手
術
部
で
、
四
年
前
ま
で
の
清
掃
業
者

が
本
当
に
清
掃
し
か
し
な
か
っ
た
の
を
、
ほ
と

ん
ど
同
じ
値
段
で
、
麻
酔
科
や
看
護
師
の
た
め

の
雑
用
も
な
ん
で
も
こ
な
し
て
く
れ
る
清
掃
業

者
に
変
え
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
以
前
で
あ

れ
ば
、
麻
酔
科
医
は
麻
酔
準
備
の
時
、
必
要
物

品
を
手
術
部
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
自
分
で
か
き
集

め
、
麻
酔
器
の
配
管
も
全
部
自
分
で
行
っ
て
い

た
の
で
、
麻
酔
準
備
に
三
十
分
以
上
を
要
し
て

い
た
。
清
掃
業
者
が
変
わ
っ
て
以
来
、
術
前
、

術
中
の
必
要
物
品
の
調
達
は
、
す
べ
て
電
話
一

本
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
麻
酔
準
備
が
十
分

程
度
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
麻
酔
科

医
の
負
担
を
大
い
に
軽
減
し
た
だ
け
で
な
く
、

前
の
症
例
が
終
わ
り
、
次
の
症
例
を
入
れ
る
ま

で
の
時
間
が
平
均
三
十
分
か
ら
十
五
分
程
度
に

圧
縮
さ
れ
、
手
術
室
の
回
転
効
率
の
向
上
に
つ

な
が
っ
た
。
附
属
病
院
の
手
術
症
例
数
が
平
成


